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広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （2）第 119号（3） 第 119号

　
前
回
の
広
報
3
月
号
で
は
、「
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、今
回
は「
合
併
協
議
に
関

す
る
基
本
的
な
流
れ
」に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
市
町
村
合
併
は
、地
域
の
将
来
や
住
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、

関
係
市
町
村
の
間
で
慎
重
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
な
た
め
、進
捗
に
応
じ
て
検
討
や

協
議
を
行
う
た
め
の
組
織
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
は
、合
併
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
た
め
の
組
織
を
設
け
て
検
討
し
、

そ
の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

合
併
の
必
要
性
や
将
来
構
想
を
検
討
す
る

た
め
の「
任
意
の
合
併
協
議
会
」を
設
置
し
、

更
に
、そ
こ
で
の
協
議
が
合
意
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
、「
法
定
の
合
併
協
議
会（
法
定
協
議

会
）」を
設
置
し
て
、様
々
な
協
議
事
項
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
う
の
が
一
般
的

で
す
。

　
法
定
協
議
会
と
は
、地
方
自
治
法
及
び
合

併
新
法
に
基
づ
き
、合
併
の
是
非
も
含
め
た

諸
々
の
事
項
を
協
議
す
る
場
で
す
。

　
設
置
の
方
法
に
つ
い
て
は
、関
係
市
町
村

議
会
で
議
決
さ
れ
た
場
合
か
、住
民
発
議
か

ら
議
会
で
可
決
、ま
た
は
否
決
後
の
住
民
投

票
に
よ
り
設
置
賛
成
が
過
半
数
を
占
め
た

場
合
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
設
置
ま
で
の
過
程
は
、取
り
組
み
の
状
況

に
よ
り
多
様
な
流
れ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
法
定
協
議
会
の
設
置
に
至
る
ま
で

に
は
、議
決
の
た
め
の
規
約
案
の
策
定
や
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
な
ど
、様
々

な
事
務
が
発
生
し
ま
す
。

　
そ
の
事
務
量
も
膨
大
な
も
の
に
な
る
と

思
わ
れ
、こ
の
法
定
協
議
会
の
設
置
ま
で
が
、

第
一
段
階
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
合
併
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
の
組

織「
丹
波
山
村
合
併
構
想
研
究
協
議
会
」が

こ
の
4
月
に
発
足
し
ま
す
。

　
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。　
※
順
不
同
、敬
称
略

　【
行
政
代
表
】

坂
本
　
求（
副
村
長
）

　【
村
議
会
代
表
】

木
下
香
奈
子（
議
長
）　
岡
部
一
喜（
副
議
長
）

　【
地
区
代
表
】

木
下
　
勲（
奥
秋
）　
　
守
屋
保
志（
上
組
）

守
岡
登
美
子（
中
組
）　
河
村
春
樹（
下
組
）

田
中
廣
光（
高
尾
）　
　
岡
部
岳
志（
押
垣
外
）

河
村
栄
子（
保
之
瀬
）　
河
村
鈴
子（
東
部
）

　【
学
識
経
験
者
】

月
村
芳
信
　
廣
瀬
俊
之

　
事
務
局
は
、総
務
観
光
課
内
に
合
併
推
進

担
当
と
し
て
、職
員
2
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

　【
担
当
職
員
】

木
下
和
彦
　
木
下
喜
人

合
併
構
想
研
究
協
議
会

Vol.
 3

市
町
村
合
併
を
考
え
る

保育所卒所式

▲別れのことば　卒業生代表の登志子さん

小
宮
山
先
生
を
囲
ん
で
。
笑
顔
が
一
番
！

丹波小学校卒業式
　
3
月
20
日（
火
）、晴
れ
。

　
丹
波
小
学
校
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
丹
波
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
は
、

今
年
で
1
3
1
回
を
数
え
ま
す
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
7
人
の
卒
業
生
、

4
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
中
学
生
で
す
。

　
制
服
に
身
を
包
み
、ち
ょ
っ
と
大
人

っ
ぽ
く
な
っ
た
君
た
ち
を
見
る
の
が
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

【
丹
波
小
学
校
卒
業
生
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
写
真
右
か
ら

木
下
　
光
く
ん（
奥
秋
　
喜
人
さ
ん
）

岡
部
博
喜
く
ん（
押
垣
外
　
豊
喜
さ
ん
）

橋
詰
光
枝
さ
ん（
高
尾
　
修
さ
ん
）

岡
部
真
優
子
さ
ん（
押
垣
外
　
岳
志
さ
ん
）

白
木
成
美
さ
ん（
押
垣
外
　
孝
郎
さ
ん
）

岡
部
春
奈
さ
ん（
奥
秋
　
秀
樹
さ
ん
）

三
宮
佑
起
く
ん（
押
垣
外
　
正
好
さ
ん
）

丹波中学校卒業式

▲出席できなかったけど心は
　ひとつ。浩貴くんも陸上部
　部長として頑張りました
　（昨年秋の定期音楽祭にて）

3月 13日（火）、晴れ。
丹波中学校卒業式が行なわれました。
丹波中学校の卒業証書授与式は、今年で60回を数えます。
インフルエンザの流行で、残念ながら出席できなかった卒業生も
いましたが、これまで一緒に学んできた友だち、転校していった
友だちも丹波を愛する気持ちは同じです。
希望を胸に、それぞれの道に向かい巣立っていきました。

【丹波中学校卒業生】
井坂ゆかりさん（高尾　俊英さん）
岡部　　咲さん（奥秋　秀樹さん）
岡部登志子さん（鴨沢　康平さん）
橋詰　浩貴くん（高尾　昭人さん）

もうひとつの卒業式

元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
お
別
れ
の
歌

3月 26日（月）、晴れ。
保育所卒所式が行われました。
保育所の修了証書授与式は、今年で
32回を数えます。
歩ちゃん、広太くん、小学生になっ
てもがんばってください。

【保育所卒所児】
舩木　歩さん（保之瀬　和久さん）
大石広太くん（上組　太さん）

　
3
月
9
日（
金
）、晴
れ
。

　
や
ま
び
こ
養
護
学
校
の
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、丹
波
中
か
ら
転
校
し
た
木
下

潤
く
ん（
奥
秋
　
浩
一
さ
ん
）も
丹
波

の
同
級
生
よ
り
一
足
早
く
卒
業
証
書

を
手
に
し
ま
し
た
。

▲お母さんにありがとうの花束を

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
ご
両
親
、
そ
し
て
大
切
な
友
だ
ち
と

▲

▲

▲
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▲
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▲



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （4）第 119号（5） 第 119号

一般会計　予算
11億7,100万円

平成19年度の丹波山村一般会計予算は、歳入歳出と

も11億 7,100万円となりました。

国・地方とも厳しい財政状況の中、新たな施策を予

算化した結果、前年度に比べ0.6％の減額ではありま

すが、ほぼ前年度並みの予算額となりました。

それでは、歳入歳出の主なものを見てみましょう。

歳
　
入

歳
　
出

村
　
税

6
5
5
4
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
6
・
3
％
増
額

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

村
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動

車
税
の
ほ
か
、た
ば
こ
税
、の
め

こ
い
湯
の
入
湯
税
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
は
、所
得
税
か
ら
住
民

税
、国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

地
方
交
付
税

5
億
8
0
0
0
万
円

　
前
年
度
比
　
同
額

　
村
収
入
の
大
半
を
占
め
る
地

方
交
付
税
で
す
が
、新
型
交
付
税

の
導
入
に
よ
り
、交
付
額
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金

4
3
3
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
19
・
1
％
減
額

　
保
育
所
の
入
所
費
や
学
校
給

食
費
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

　
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、こ

ち
ら
も
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

4
1
0
万
5
千
円

　
前
年
度
比
　
4
・
4
％
減
額

　
村
営
住
宅
や
山
村
留
学
住
宅

の
家
賃
収
入
な
ど
で
す
。

国
県
支
出
金

2
6
1
5
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
57
・
2
％
減
額

　
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

　
負
担
金
は
福
祉
関
係
の
負
担

金
が
主
な
も
の
で
、ほ
ぼ
前
年
度

同
様
の
予
算
額
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
金
は
前
年
度
に
林
道
舗

装
や
水
道
施
設
整
備
な
ど
の
建

設
費
補
助
金
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
は
大
き
な
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
委
託
金
は
国
民
年
金
や
県
税

徴
収
事
務
の
委
託
金
の
ほ
か
、今

年
度
は
県
議
会
議
員
選
挙
や
参

議
院
議
員
選
挙
の
委
託
金
が
増

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

繰
入
金

1
億
8
8
1
5
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
14
・
0
％
増
額

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
基

金
か
ら
の
取
り
崩
し
で
す
。

　
今
後
も
財
源
不
足
が
続
き
、毎

年
度
取
り
崩
し
続
け
る
と
、基
金

残
高
が
底
を
つ
い
て
し
ま
う
の

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
平
成
18
年

度
末
残
高
は
1
億
3
0
4
3
万

7
千
円
で
す
が
、予
算
ど
お
り
取

り
崩
す
と
、平
成
19
年
度
末
に
は

残
高
が
3
2
3
7
万
9
千
円
程

度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

繰
越
金

1
5
0
0
万
円

　
前
年
度
比
　
同
額

　
前
年
度
か
ら
の
剰
余
金
で
す
。

村
債
1
億
9
7
0
万
円

　
前
年
度
比
　
5
・
2
％
減
額

　
い
わ
ゆ
る
村
の
借
金
、借
入
金

で
す
。

　
今
年
度
の
借
入
予
定
は
、保
育

所
建
設
事
業
に
充
て
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
ほ
か
、地
方
交
付
税

の
減
収
分
を
借
入
金
で
補
う
臨

時
財
政
対
策
債
で
す
。

諸
収
入

1
億
5
7
4
5
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
11
・
3
％
増
額

　
都
有
林
の
立
木
に
対
す
る
東

京
都
交
付
金
の
ほ
か
、下
水
道
管

理
に
伴
う
交
付
金
が
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
会
費

2
2
7
6
万
9
千
円

　
前
年
度
比
　
17
・
8
％
減
額

　
議
員
定
数
が
2
名
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
議
員
報
酬
・
期
末

手
当
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

1
億
9
2
1
5
万
9
千
円

　
前
年
度
比
　
49
・
7
％
増
額

　
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の

導
入
経
費
が
主
な
も
の
で
す
。

　
情
報
化
、電
子
自
治
体
の
推
進

に
よ
り
、業
務
シ
ス
テ
ム
に
係
る

経
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費

2
億
1
2
5
4
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
47
・
9
％
増
額

　
保
育
所
の
建
設
費
、村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
運
営
費
補
助
金
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入

に
よ
る
経
費
が
増
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
保
育
所
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、

耐
震
問
題
も
含
め
、子
ど
も
た
ち

が
安
全
で
安
心
し
て
保
育
で
き

る
新
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
完
成
ま
で
の
間
は
郷
土
民
俗

資
料
館
の
一
室
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

衛
生
費

6
6
6
8
万
4
千
円

　
前
年
度
比
　
10
・
7
％
増
額

　
簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
、

上
野
原
市
へ
の
ご
み
処
理
委
託

料
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

4
2
8
8
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
72
・
6
％
減
額

　
前
年
度
に
東
部
地
区
水
道
改

修
事
業
、林
道
大
指
線
舗
装
工
事

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、今
年
度
は

大
き
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、森
林
の
維
持
管
理

の
た
め
の
国
や
県
の
補
助
金
で
、

「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
事
業
」

な
ど
の
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
費

3
5
4
0
万
7
千
円

　
前
年
度
比
　
53
・
5
％
減
額

　
前
年
度
に
貝
沢
遊
歩
道
、山
岳

ト
イ
レ
建
設
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
は
大
き
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
他
に
も
水
源
の
里
会
計
へ
の

繰
出
金
も
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
や
さ
し
く
、わ
か
り

や
す
い
観
光
案
内
看
板
な
ど
の

サ
イ
ン
計
画
、温
泉
周
辺
へ
の
花

木
植
栽
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
夏
ま
つ
り
丹
波
も
7
月
29
日（
日
）

に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
、現
在
、実
行
委
員
会
で
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

土
木
費

2
億
3
1
0
9
万
1
千
円

　
前
年
度
比
　
8
・
6
％
増
額

　
県
営
事
業
の
急
傾
斜
対
策
工

事
へ
の
負
担
金
、下
水
道
会
計
へ

の
繰
出
金
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
費

5
1
0
8
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
9
・
7
％
増
額

　
災
害
備
蓄
倉
庫
の
設
置
と
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

経
費
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

丹
波
地
区
と
東
部
地
区
に
各
1

棟
設
置
し
、い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
大
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
備
え
、非
常
食
な
ど
必
要
な

物
資
を
備
蓄
し
ま
す
。

教
育
費

9
3
5
2
万
4
千
円

　
前
年
度
比
　
2
・
3
％
減
額

　
学
校
管
理
経
費
な
ど
一
般
的

な
経
費
の
削
減
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、児
童
生
徒
の
教
育
振
興
に

関
す
る
部
分
で
は
で
き
る
限
り

の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
小
学
校
体
育
館
の

老
朽
化
の
た
め
屋
根
の
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

公
債
費

2
億
2
0
3
4
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
3
・
3
％
減
額

　
学
校
建
設
時
に
発
行
し
た
義

務
教
育
債
な
ど
長
期
間
返
済
の

償
還
が
終
了
し
た
た
め
、元
金
、

利
子
と
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
末
の
未
償
還
元

金
残
高
は
、
13
億
4
0
8
9
万
9

千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
過
疎
対
策

事
業
債
な
ど
地
方
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

特別会計
当初予算

■国保（直診）特別会計

8,860万円

医科・歯科診療所の運営
（前年度比　8.2％減額）

■介護保険特別会計

6,666万 8千円

介護保険の運営
（前年度比　5.7％増額）

■介護サービス特別会計

72 万4千円

介護サービスの運営
（前年度比　24. 8％減額）

■簡易水道事業特別会計

2,436万円

水道施設の維持管理と施設
整備
（前年度比　40 .5％減額）

■下水道事業特別会計

5億 570万 2千円

下水道施設の維持管理と
施設整備
（前年度比　29. 0％増額）

■温泉事業特別会計

1億 7,56 0万円

丹波山温泉のめこい湯の
運営
（前年度比　8.8％減額）

■水源の里事業特別会計

3,030万円

つり場、そば処、すべり
台など観光施設の運営
（前年度比　23. 6％減額）

■奨学資金特別会計

40 0万円

高校・大学進学者への奨学
金の貸付
（前年度比　20.0％減額）

■有線テレビ特別会計

600万円

有線テレビ放送･インター
ネット施設の運営
（前年度比　29. 4％増額）

■国保（事業）特別会計

1億 3,440万円

国民健康保険の運営
（前年度比　18.0％増額）

■老人保健特別会計

1億 2,937 万 2千円

70 歳以上の老人医療保険
の運営
（前年度比　4.5％増額）

平成19年度の主な事業

■戸籍コンピュータ化

■保育所建設事業

■観光サイン計画事業

■災害備蓄倉庫設置

■小学校体育館屋根改修

3,000万円

6,500万円

250万円

800万円

800万円

▲取り壊される保育所、ここからたくさんの丹波っ子が巣立った

より安全・安心な施設に向けて

保育所を建設

新年度予算を見る



広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （4）第 119号（5） 第 119号

一般会計　予算
11億7,100万円

平成19年度の丹波山村一般会計予算は、歳入歳出と

も11億 7,100万円となりました。

国・地方とも厳しい財政状況の中、新たな施策を予

算化した結果、前年度に比べ0.6％の減額ではありま

すが、ほぼ前年度並みの予算額となりました。

それでは、歳入歳出の主なものを見てみましょう。

歳
　
入

歳
　
出

村
　
税

6
5
5
4
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
6
・
3
％
増
額

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

村
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動

車
税
の
ほ
か
、た
ば
こ
税
、の
め

こ
い
湯
の
入
湯
税
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
は
、所
得
税
か
ら
住
民

税
、国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

地
方
交
付
税

5
億
8
0
0
0
万
円

　
前
年
度
比
　
同
額

　
村
収
入
の
大
半
を
占
め
る
地

方
交
付
税
で
す
が
、新
型
交
付
税

の
導
入
に
よ
り
、交
付
額
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金

4
3
3
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
19
・
1
％
減
額

　
保
育
所
の
入
所
費
や
学
校
給

食
費
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

　
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、こ

ち
ら
も
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

4
1
0
万
5
千
円

　
前
年
度
比
　
4
・
4
％
減
額

　
村
営
住
宅
や
山
村
留
学
住
宅

の
家
賃
収
入
な
ど
で
す
。

国
県
支
出
金

2
6
1
5
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
57
・
2
％
減
額

　
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

　
負
担
金
は
福
祉
関
係
の
負
担

金
が
主
な
も
の
で
、ほ
ぼ
前
年
度

同
様
の
予
算
額
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
金
は
前
年
度
に
林
道
舗

装
や
水
道
施
設
整
備
な
ど
の
建

設
費
補
助
金
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
は
大
き
な
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
委
託
金
は
国
民
年
金
や
県
税

徴
収
事
務
の
委
託
金
の
ほ
か
、今

年
度
は
県
議
会
議
員
選
挙
や
参

議
院
議
員
選
挙
の
委
託
金
が
増

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

繰
入
金

1
億
8
8
1
5
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
14
・
0
％
増
額

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
基

金
か
ら
の
取
り
崩
し
で
す
。

　
今
後
も
財
源
不
足
が
続
き
、毎

年
度
取
り
崩
し
続
け
る
と
、基
金

残
高
が
底
を
つ
い
て
し
ま
う
の

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
財
政
調
整
基
金
の
平
成
18
年

度
末
残
高
は
1
億
3
0
4
3
万

7
千
円
で
す
が
、予
算
ど
お
り
取

り
崩
す
と
、平
成
19
年
度
末
に
は

残
高
が
3
2
3
7
万
9
千
円
程

度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

繰
越
金

1
5
0
0
万
円

　
前
年
度
比
　
同
額

　
前
年
度
か
ら
の
剰
余
金
で
す
。

村
債
1
億
9
7
0
万
円

　
前
年
度
比
　
5
・
2
％
減
額

　
い
わ
ゆ
る
村
の
借
金
、借
入
金

で
す
。

　
今
年
度
の
借
入
予
定
は
、保
育

所
建
設
事
業
に
充
て
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
ほ
か
、地
方
交
付
税

の
減
収
分
を
借
入
金
で
補
う
臨

時
財
政
対
策
債
で
す
。

諸
収
入

1
億
5
7
4
5
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
11
・
3
％
増
額

　
都
有
林
の
立
木
に
対
す
る
東

京
都
交
付
金
の
ほ
か
、下
水
道
管

理
に
伴
う
交
付
金
が
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
会
費

2
2
7
6
万
9
千
円

　
前
年
度
比
　
17
・
8
％
減
額

　
議
員
定
数
が
2
名
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
議
員
報
酬
・
期
末

手
当
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

1
億
9
2
1
5
万
9
千
円

　
前
年
度
比
　
49
・
7
％
増
額

　
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の

導
入
経
費
が
主
な
も
の
で
す
。

　
情
報
化
、電
子
自
治
体
の
推
進

に
よ
り
、業
務
シ
ス
テ
ム
に
係
る

経
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費

2
億
1
2
5
4
万
6
千
円

　
前
年
度
比
　
47
・
9
％
増
額

　
保
育
所
の
建
設
費
、村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
運
営
費
補
助
金
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入

に
よ
る
経
費
が
増
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
保
育
所
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、

耐
震
問
題
も
含
め
、子
ど
も
た
ち

が
安
全
で
安
心
し
て
保
育
で
き

る
新
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
完
成
ま
で
の
間
は
郷
土
民
俗

資
料
館
の
一
室
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

衛
生
費

6
6
6
8
万
4
千
円

　
前
年
度
比
　
10
・
7
％
増
額

　
簡
易
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
、

上
野
原
市
へ
の
ご
み
処
理
委
託

料
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

4
2
8
8
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
72
・
6
％
減
額

　
前
年
度
に
東
部
地
区
水
道
改

修
事
業
、林
道
大
指
線
舗
装
工
事

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、今
年
度
は

大
き
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、森
林
の
維
持
管
理

の
た
め
の
国
や
県
の
補
助
金
で
、

「
サ
ミ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
事
業
」

な
ど
の
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
費

3
5
4
0
万
7
千
円

　
前
年
度
比
　
53
・
5
％
減
額

　
前
年
度
に
貝
沢
遊
歩
道
、山
岳

ト
イ
レ
建
設
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
は
大
き
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
他
に
も
水
源
の
里
会
計
へ
の

繰
出
金
も
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
や
さ
し
く
、わ
か
り

や
す
い
観
光
案
内
看
板
な
ど
の

サ
イ
ン
計
画
、温
泉
周
辺
へ
の
花

木
植
栽
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
夏
ま
つ
り
丹
波
も
7
月
29
日（
日
）

に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
、現
在
、実
行
委
員
会
で
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

土
木
費

2
億
3
1
0
9
万
1
千
円

　
前
年
度
比
　
8
・
6
％
増
額

　
県
営
事
業
の
急
傾
斜
対
策
工

事
へ
の
負
担
金
、下
水
道
会
計
へ

の
繰
出
金
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
費

5
1
0
8
万
8
千
円

　
前
年
度
比
　
9
・
7
％
増
額

　
災
害
備
蓄
倉
庫
の
設
置
と
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

経
費
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

丹
波
地
区
と
東
部
地
区
に
各
1

棟
設
置
し
、い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
大
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
備
え
、非
常
食
な
ど
必
要
な

物
資
を
備
蓄
し
ま
す
。

教
育
費

9
3
5
2
万
4
千
円

　
前
年
度
比
　
2
・
3
％
減
額

　
学
校
管
理
経
費
な
ど
一
般
的

な
経
費
の
削
減
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、児
童
生
徒
の
教
育
振
興
に

関
す
る
部
分
で
は
で
き
る
限
り

の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
小
学
校
体
育
館
の

老
朽
化
の
た
め
屋
根
の
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

公
債
費

2
億
2
0
3
4
万
2
千
円

　
前
年
度
比
　
3
・
3
％
減
額

　
学
校
建
設
時
に
発
行
し
た
義

務
教
育
債
な
ど
長
期
間
返
済
の

償
還
が
終
了
し
た
た
め
、元
金
、

利
子
と
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
末
の
未
償
還
元

金
残
高
は
、
13
億
4
0
8
9
万
9

千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
過
疎
対
策

事
業
債
な
ど
地
方
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

特別会計
当初予算

■国保（直診）特別会計

8,860万円

医科・歯科診療所の運営
（前年度比　8.2％減額）

■介護保険特別会計

6,666万 8千円

介護保険の運営
（前年度比　5.7％増額）

■介護サービス特別会計

72 万4千円

介護サービスの運営
（前年度比　24. 8％減額）

■簡易水道事業特別会計

2,436万円

水道施設の維持管理と施設
整備
（前年度比　40 .5％減額）

■下水道事業特別会計

5億 570万 2千円

下水道施設の維持管理と
施設整備
（前年度比　29. 0％増額）

■温泉事業特別会計

1億 7,56 0万円

丹波山温泉のめこい湯の
運営
（前年度比　8.8％減額）

■水源の里事業特別会計

3,030万円

つり場、そば処、すべり
台など観光施設の運営
（前年度比　23. 6％減額）

■奨学資金特別会計

40 0万円

高校・大学進学者への奨学
金の貸付
（前年度比　20.0％減額）

■有線テレビ特別会計

600万円

有線テレビ放送･インター
ネット施設の運営
（前年度比　29. 4％増額）

■国保（事業）特別会計

1億 3,440万円

国民健康保険の運営
（前年度比　18.0％増額）

■老人保健特別会計

1億 2,937 万 2千円

70 歳以上の老人医療保険
の運営
（前年度比　4.5％増額）

平成19年度の主な事業

■戸籍コンピュータ化

■保育所建設事業

■観光サイン計画事業

■災害備蓄倉庫設置

■小学校体育館屋根改修

3,000万円

6,500万円

250万円

800万円

800万円

▲取り壊される保育所、ここからたくさんの丹波っ子が巣立った

より安全・安心な施設に向けて

保育所を建設

新年度予算を見る
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■
新
し
い

　
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す

　
山
梨
県
警
の
人
事
異
動
で
武

井
警
部
補
の
後
任
と
し
て
丹
波

駐
在
所
に
中
島
清
光
警
部
補
が

着
任
し
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
都
留
市
出
身
の

33
歳
、奥
様
の
伸
江
さ
ん
と
2
歳

の
淳
貴
く
ん
、
10
ヶ
月
の
寛
都
く

ん
の
4
人
家
族
で
丹
波
山
に
暮

ら
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
ゆ
り
の
花
、い
っ
ぱ
い

　
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

　
丹
波
山
村
環
境
美
化
推
進
協

議
会
で
は
、一
昨
年
か
ら
定
期
的

に
村
内
一
斉
清
掃
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
第
1
回
目
は
、の
め

こ
い
湯
駐
車
場
周
辺
に
ゆ
り
の

球
根
3
万
6
千
個
を
植
栽
し
ま
す
。

　
清
掃
活
動
同
様
、村
民
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、鴨
沢
消
防
会
館
前
を

朝
8
時
に
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　【
日
　
時
】

4
月
14
日（
土
）

集
合
　
午
前
8
時
30
分

※
予
備
日
　
15
日（
日
）

　【
集
合
場
所
】

の
め
こ
い
湯
駐
車
場

　【
持
参
す
る
も
の
】

手
ガ
ン
ナ
も
し
く
は
園
芸
用
の

小
さ
な
ス
コ
ッ
プ

※
軍
手
は
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
で

　
安
心
し
て
体
力
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
5
名
以
上
の
団
体
に
最
適
な

保
険
で
す
。

　
活
動
中
に
起
き
た
事
故
の
傷

害
や
損
害
賠
償
責
任
を
保
障
し
、

急
性
心
不
全
や
脳
内
出
血
な
ど

の
突
然
死
の
見
舞
金
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

電
話
　
0
5
5（
2
4
3
）3
9
2
0

　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

　
予
防
注
射
を
実
施

　
昨
年
、
36
年
ぶ
り
に
海
外
で
犬

に
咬
ま
れ
帰
国
後
に
狂
犬
病
を

発
症
し
た
人
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
犬
の
飼
い
主
に
は
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い

主
は
、飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以

内
に
役
場
住
民
生
活
課
に
登
録

し
て
下
さ
い
。

　
村
で
は
、今
年
度
の
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、お
近
く
の

会
場
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　【
料
　
金
】

新
規
登
録
と
注
射
　
6
4
0
0
円

継
続
登
録
と
注
射
　
3
4
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
早
期
発
見
、早
期
治
療

　
総
合
健
康
診
査
を
実
施

　
今
年
度
の
村
民
総
合
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
40
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
と
社
会
保
険

の
本
人
以
外
の
方
と
な
り
ま
す
。

　【
日
　
時
】

5
月
10
日（
木
）

受
付
　
午
前
8
時
〜
11
時
30
分

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、6
月
14
日

（
木
）に
実
施
し
ま
す
。

　【
会
　
場
】

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　【
個
人
負
担
金
】

基
本
健
康
診
査
　
 
1
0
0
0
円

腹
部
超
音
波
検
査
　
1
0
0
0
円

便
潜
血
検
査
　
　
　
　
6
0
0
円

骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
　
6
0
0
円

喀
痰
検
査
　
　
　
　
1
0
0
0
円

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
　（
40
歳
〜
64
歳
）　
5
0
0
円

　
　（
65
歳
以
上
）　
　
　
　
無
料

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

　
　（
40
歳
〜
70
歳
）　
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診
　
　
　
　
8
0
0
円

※
子
宮
が
ん
検
診

　
　（
20
歳
以
上
）　
　
7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

３月15日（木）、晴れ。

丹波小学校児童会から村社会福

祉協議会にアシストシルバカー

２脚とエクササイズボールが贈られました。

丹波小学校が「助け合い運動」の一環として「人の役に立つこ

とをしよう」と、全校あげて取り組んできたアルミ缶収集活動

の収益金で購入したものです。

この活動は日本リサイクル協会からも感謝状をいただき、自

分たちが直接働いた”思いやりの心”が、地域のおじいちゃん、

おばあちゃんに届けられました。　

時　間

午後1：00～1：15

午後1：20～1：40

午後1：50～2：00

午後2：10～2：15

会　場

奥秋（木下昇さん宅前）

高尾・押垣外（役場前）

保之瀬（舩木力雄さん宅前）

東部（消防会館前）

■犬の登録と予防注射　4月18日（水）

お
知
ら
せ
　Inform

ation

あ

つ

き

ひ

ろ

と

村議会の3月定例会は3月12日に開会し、15日に閉会い

たしました。

審議された内容は、専決処分の承認1件、条例の制定1件、

条例の改正10件、規約の改正及び廃止6件、平成18年度

補正予算9件、平成19年度当初予算11件の計38件の議案

が提出され、すべて原案のとおり可決されました。

村議会3月定例会

役場閉庁が5時30分に延長
歯科診療所が毎日診察します

■
専
決
処
分
の
承
認

　
温
泉
会
計
の
補
正
予
算
で
、年

末
年
始
に
実
施
し
た
源
泉
管
内

の
清
掃
費
4
2
0
万
円
で
す
。

■
一
般
会
計

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、5
0
5
万
7
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
不
用
額
の
減
額
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、追
加
補
正
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　【
主
な
歳
入
】

地
方
交
付
税

　
　
　
　
2
0
1
3
万
5
千
円

国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
5
0
2
万
5
千
円

繰
越
金
　
　
　
1
1
2
2
万
円

　【
主
な
歳
出
】

後
期
高
齢
者
シ
ス
テ
ム
導
入
費

　
　
　
　
1
7
3
4
万
9
千
円

国
保
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
7
0
1
万
円

老
人
保
健
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
1
7
0
万
円

介
護
保
険
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
2
8
4
万
8
千
円

■
国
民
健
康
保
険
会
計

　
国
保
会
計
補
正
予
算
は
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、1
5
8
7
万
4

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、後
期
高
齢
者
シ

ス
テ
ム
導
入
費
の
9
7
8
万
4

千
円
で
す
。

■
介
護
保
険
会
計

　
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、4
0
0
万

4
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、後
期
高
齢
者
シ

ス
テ
ム
導
入
費
の
5
2
8
万
4

千
円
で
す
。

■
副
村
長
の
定
数

　
助
役
を
廃
止
し
、お
く
事
が
で

き
る
副
村
長
の
定
数
は
1
人
と

決
ま
り
ま
し
た
。

 ■
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、村
職
員

の
初
任
給
基
準
と
扶
養
手
当
の

額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 ■
役
場
の
閉
庁
時
間
が

　
5
時
30
分
に
延
長

　
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る

条
例
の
改
正
に
よ
り
、休
息
時
間

を
廃
止
し
、お
昼
の
休
憩
時
間
を

1
時
間
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
役
場
の
閉
庁
時

間
が
、5
時
15
分
か
ら
5
時
30
分

に
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

■
衛
生
協
力
員
の
廃
止

　
各
地
区
の
役
員
と
し
て
消
毒

活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
衛
生
協
力
員
は
、今
年
度

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
ド
使
用
料
が

　
値
下
げ
さ
れ
ま
し
た

　
村
民
グ
ラ
ン
ド
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、鴨
沢
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
が

4
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
料
金
は
1
時
間
あ
た
り
、テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
1
面
1
時
間
の
料
金

で
す
。

■
歯
科
診
療
所

　
共
同
設
置
を
廃
止

　
歯
科
診
療
所
で
は
、こ
れ
ま
で

小
菅
村
と
丹
波
山
村
を
交
代
で
診

察
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
3
月

で
小
菅
村
歯
科
診
療
所
が
閉
所
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、共
同
設
置
規
約
を

廃
止
し
、4
月
か
ら
は
毎
日
が
丹

波
山
村
の
診
察
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
や
ご
家
庭
へ
の
出
張
検
診
、鴨

沢
出
張
検
診
な
ど
も
計
画
中
で
す
。

舗
装
さ
れ
た
林
道
大
指
線

マ
リ
コ
川
も
水
源
保
護
の
た
め
禁
漁
区
域
に

区　分

　　　　　　　日中
村民グランド
　　　　　　　夜間

　　　　　　　日中
テニスコート
　　　　　　　夜間

　　　　　　　日中
鴨沢グランド
　　　　　　　夜間

村内者

600円

1,600円

600円

1,000円

600円

1,300円

村外者

800円

2,500円

800円

1,500円

800円

2,000円

▲
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■
新
し
い

　
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す

　
山
梨
県
警
の
人
事
異
動
で
武

井
警
部
補
の
後
任
と
し
て
丹
波

駐
在
所
に
中
島
清
光
警
部
補
が

着
任
し
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
都
留
市
出
身
の

33
歳
、奥
様
の
伸
江
さ
ん
と
2
歳

の
淳
貴
く
ん
、
10
ヶ
月
の
寛
都
く

ん
の
4
人
家
族
で
丹
波
山
に
暮

ら
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
ゆ
り
の
花
、い
っ
ぱ
い

　
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

　
丹
波
山
村
環
境
美
化
推
進
協

議
会
で
は
、一
昨
年
か
ら
定
期
的

に
村
内
一
斉
清
掃
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
第
1
回
目
は
、の
め

こ
い
湯
駐
車
場
周
辺
に
ゆ
り
の

球
根
3
万
6
千
個
を
植
栽
し
ま
す
。

　
清
掃
活
動
同
様
、村
民
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
村
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、鴨
沢
消
防
会
館
前
を

朝
8
時
に
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　【
日
　
時
】

4
月
14
日（
土
）

集
合
　
午
前
8
時
30
分

※
予
備
日
　
15
日（
日
）

　【
集
合
場
所
】

の
め
こ
い
湯
駐
車
場

　【
持
参
す
る
も
の
】

手
ガ
ン
ナ
も
し
く
は
園
芸
用
の

小
さ
な
ス
コ
ッ
プ

※
軍
手
は
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
で

　
安
心
し
て
体
力
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
5
名
以
上
の
団
体
に
最
適
な

保
険
で
す
。

　
活
動
中
に
起
き
た
事
故
の
傷

害
や
損
害
賠
償
責
任
を
保
障
し
、

急
性
心
不
全
や
脳
内
出
血
な
ど

の
突
然
死
の
見
舞
金
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

電
話
　
0
5
5（
2
4
3
）3
9
2
0

　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

　
予
防
注
射
を
実
施

　
昨
年
、
36
年
ぶ
り
に
海
外
で
犬

に
咬
ま
れ
帰
国
後
に
狂
犬
病
を

発
症
し
た
人
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
犬
の
飼
い
主
に
は
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い

主
は
、飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以

内
に
役
場
住
民
生
活
課
に
登
録

し
て
下
さ
い
。

　
村
で
は
、今
年
度
の
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、お
近
く
の

会
場
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　【
料
　
金
】

新
規
登
録
と
注
射
　
6
4
0
0
円

継
続
登
録
と
注
射
　
3
4
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
早
期
発
見
、早
期
治
療

　
総
合
健
康
診
査
を
実
施

　
今
年
度
の
村
民
総
合
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
40
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
と
社
会
保
険

の
本
人
以
外
の
方
と
な
り
ま
す
。

　【
日
　
時
】

5
月
10
日（
木
）

受
付
　
午
前
8
時
〜
11
時
30
分

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、6
月
14
日

（
木
）に
実
施
し
ま
す
。

　【
会
　
場
】

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　【
個
人
負
担
金
】

基
本
健
康
診
査
　
 
1
0
0
0
円

腹
部
超
音
波
検
査
　
1
0
0
0
円

便
潜
血
検
査
　
　
　
　
6
0
0
円

骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
　
6
0
0
円

喀
痰
検
査
　
　
　
　
1
0
0
0
円

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
　（
40
歳
〜
64
歳
）　
5
0
0
円

　
　（
65
歳
以
上
）　
　
　
　
無
料

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

　
　（
40
歳
〜
70
歳
）　
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診
　
　
　
　
8
0
0
円

※
子
宮
が
ん
検
診

　
　（
20
歳
以
上
）　
　
7
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

３月15日（木）、晴れ。

丹波小学校児童会から村社会福

祉協議会にアシストシルバカー

２脚とエクササイズボールが贈られました。

丹波小学校が「助け合い運動」の一環として「人の役に立つこ

とをしよう」と、全校あげて取り組んできたアルミ缶収集活動

の収益金で購入したものです。

この活動は日本リサイクル協会からも感謝状をいただき、自

分たちが直接働いた”思いやりの心”が、地域のおじいちゃん、

おばあちゃんに届けられました。　

時　間

午後1：00～1：15

午後1：20～1：40

午後1：50～2：00

午後2：10～2：15

会　場

奥秋（木下昇さん宅前）

高尾・押垣外（役場前）

保之瀬（舩木力雄さん宅前）

東部（消防会館前）

■犬の登録と予防注射　4月18日（水）

お
知
ら
せ
　Inform

ation
あ

つ

き

ひ

ろ

と

村議会の3月定例会は3月12日に開会し、15日に閉会い

たしました。

審議された内容は、専決処分の承認1件、条例の制定1件、

条例の改正10件、規約の改正及び廃止6件、平成18年度

補正予算9件、平成19年度当初予算11件の計38件の議案

が提出され、すべて原案のとおり可決されました。

村議会3月定例会

役場閉庁が5時30分に延長
歯科診療所が毎日診察します

■
専
決
処
分
の
承
認

　
温
泉
会
計
の
補
正
予
算
で
、年

末
年
始
に
実
施
し
た
源
泉
管
内

の
清
掃
費
4
2
0
万
円
で
す
。

■
一
般
会
計

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、5
0
5
万
7
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
不
用
額
の
減
額
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、追
加
補
正
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　【
主
な
歳
入
】

地
方
交
付
税

　
　
　
　
2
0
1
3
万
5
千
円

国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
5
0
2
万
5
千
円

繰
越
金
　
　
　
1
1
2
2
万
円

　【
主
な
歳
出
】

後
期
高
齢
者
シ
ス
テ
ム
導
入
費

　
　
　
　
1
7
3
4
万
9
千
円

国
保
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
7
0
1
万
円

老
人
保
健
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
1
7
0
万
円

介
護
保
険
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
2
8
4
万
8
千
円

■
国
民
健
康
保
険
会
計

　
国
保
会
計
補
正
予
算
は
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、1
5
8
7
万
4

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、後
期
高
齢
者
シ

ス
テ
ム
導
入
費
の
9
7
8
万
4

千
円
で
す
。

■
介
護
保
険
会
計

　
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、4
0
0
万

4
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、後
期
高
齢
者
シ

ス
テ
ム
導
入
費
の
5
2
8
万
4

千
円
で
す
。

■
副
村
長
の
定
数

　
助
役
を
廃
止
し
、お
く
事
が
で

き
る
副
村
長
の
定
数
は
1
人
と

決
ま
り
ま
し
た
。

 ■
職
員
給
与
条
例
の
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、村
職
員

の
初
任
給
基
準
と
扶
養
手
当
の

額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

 ■
役
場
の
閉
庁
時
間
が

　
5
時
30
分
に
延
長

　
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る

条
例
の
改
正
に
よ
り
、休
息
時
間

を
廃
止
し
、お
昼
の
休
憩
時
間
を

1
時
間
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
役
場
の
閉
庁
時

間
が
、5
時
15
分
か
ら
5
時
30
分

に
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

■
衛
生
協
力
員
の
廃
止

　
各
地
区
の
役
員
と
し
て
消
毒

活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
衛
生
協
力
員
は
、今
年
度

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
ド
使
用
料
が

　
値
下
げ
さ
れ
ま
し
た

　
村
民
グ
ラ
ン
ド
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、鴨
沢
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
が

4
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
料
金
は
1
時
間
あ
た
り
、テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
1
面
1
時
間
の
料
金

で
す
。

■
歯
科
診
療
所

　
共
同
設
置
を
廃
止

　
歯
科
診
療
所
で
は
、こ
れ
ま
で

小
菅
村
と
丹
波
山
村
を
交
代
で
診

察
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
3
月

で
小
菅
村
歯
科
診
療
所
が
閉
所
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、共
同
設
置
規
約
を

廃
止
し
、4
月
か
ら
は
毎
日
が
丹

波
山
村
の
診
察
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
や
ご
家
庭
へ
の
出
張
検
診
、鴨

沢
出
張
検
診
な
ど
も
計
画
中
で
す
。

舗
装
さ
れ
た
林
道
大
指
線

マ
リ
コ
川
も
水
源
保
護
の
た
め
禁
漁
区
域
に

区　分

　　　　　　　日中
村民グランド
　　　　　　　夜間

　　　　　　　日中
テニスコート
　　　　　　　夜間

　　　　　　　日中
鴨沢グランド
　　　　　　　夜間

村内者

600円

1,600円

600円

1,000円

600円

1,300円

村外者

800円

2,500円

800円

1,500円

800円

2,000円

▲
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村
職
員
の
人
事
異
動

丹波山村消防団任命式

　【
新
入
団
員
】

木
下
和
彦
　（
再
入
団
）

吉
野
一
也
　（
再
入
団
）

田
中
節
男
　（
再
入
団
）

　【
新
幹
部
】

団
　
長
　
　
　
　
　
舩
木
昭
和

副
団
長
　
　
　
　
　
岡
部
　
清

副
団
長
　
　
　
　
　
藤
原
　
貢

第
一
部
長
　
　
　
　
橋
詰
　
修

第
二
部
長
　
　
　
　
岡
部
隆
一
　

本
部
付
専
任
班
長
　
木
下
武
久

第
一
部
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

第
二
部
専
任
班
長
　
芦
澤
泰
士

　【
退
団
者
】

小
林
弘
幸
　（
第
一
部
長
）

河
村
直
樹
　（
第
二
部
長
）

木
下
喜
人
　（
本
部
付
専
任
班
長
）

岡
部
栄
久
　（
第
一
部
専
任
班
長
）

岡
部
　
茂
　（
第
二
部
団
員
）

4月 1日（日）、雨。

郷土民俗資料館で丹波山村消防団任命式が挙行されました。

3名の新入団員が加わり、長年にわたり消防活動にご尽力された小林弘幸

第一部長をはじめ、5名が退団されました。（順不同、敬称略）

退
団
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た

橋
詰
修
　
新
第
一
部
長

村の新しい観光パンフレットが完成しました。
「これ一冊あれば大丈夫！」といえるように、村内の
観光スポットを中心に、お祭り・イベント情報、宿泊
施設ガイドなど、最新の情報を満載しています。
今回は新たに観光客からの要望の多かった「村全体の
地図」を掲載しました。
この地図は国土地理院の承認を得て作成したもので、
登山・ハイキングコースや所要時間もひと目でわかる
便利なものです。
大きさも折りたたむと、タテ22.6cm×ヨコ11.0cmと
コンパクトなサイズに仕上がっています。

　
4
月
1
日
付
け
で
村
職
員
の

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り

副
村
長
に
は
、
前
助
役
の
坂
本

求
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
会
計
管
理
者
に
は
総
務
観
光

課
主
任
の
芦
澤
泰
士
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
4
月
に
大
規
模
な
機

構
改
革
と
人
事
異
動
を
行
っ
た

た
め
今
回
は
比
較
的
小
規
模
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
に
向
け
た
組
織
の
立
ち
上

げ
と
と
も
に
、
総
務
観
光
課
内
に

合
併
推
進
担
当
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
【
転
任
】

●
総
務
観
光
課

副
主
査
　
　
木
下
和
彦

　
　
　
　
（
前
　
教
育
委
員
会
）

　
【
配
置
換
】

●
会
計
管
理
者

主
　
任
　
　
芦
澤
泰
士

　
　
　
　
（
前
　
総
務
観
光
課
）

●
住
民
生
活
課

主
　
事
　
　
中
村
達
也

　
　
　
　
（
前
　
医
科
診
療
所
）

●
医
科
診
療
所

主
事
補
　
　
岡
部
順
子

　
　
　
　
（
前
　
歯
科
診
療
所
）

　
【
出
向
】

●
教
育
委
員
会

副
主
査
　
　
木
下
武
久

　
　
　
　
（
前
　
住
民
生
活
課
）

　
【
採
用
】

●
保
育
所

保
育
士
　
　
山
崎
智
英
子

※
村
職
員
全
員
の
配
置
と
担
当
は

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

観光パンフレットが
リニューアル！

▲
▲


